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資料５ 

 

１ 

 

令和４年度上半期生活支援体制整備事業の実績報告 

 

 

１ 生活支援コーディネーターの活動実績 

  

○市及び各在宅介護・地域包括支援センターに配置した介護予防活動を行う地域の通い

の場であるいきいきサロンの立上げ支援を中心に、地域の自主的な支え合いの活動の

支援に取り組んでいる。 

○令和４年10月から開設される３カ所の新規いきいきサロンの立上げに向けて、活動場

所の確保や活動団体との連絡調整を行った。 

○生活支援コーディネーターの活動内容ごとの実施件数については、次表のとおり。 

所属 
担い手の

養成 
実態把握 立上支援 運営支援 啓発 個別支援 

2層支援 

（1層のみ） 

ゆとりえ 14 29 1 27 48 2 ― 

吉祥寺本町 4 43 2 30 39 15 ― 

高齢者総合センター 6 11 10 12 26 7 ― 

吉祥寺ナーシングホーム 1 16 1 20 24 17 ― 

桜堤ケアハウス 0 2 0 29 10 0 ― 

武蔵野赤十字 0 47 0 20 11 1 ― 

高齢者支援課 3 36 12 29 4 2 17 

合計 28 184 26 167 162 44 17 

＊担い手の養成…地域活動の担い手の発掘・養成を目的とした事業や、担い手となっている人への研  

        修を実施した研修 

＊実態把握…活動状況の確認ができていない地域の団体や主に生活支援コーディネーター以外が支援

している団体（市民社会福祉協議会が支援を行っている団体（地区社協、テンミリオン

ハウス等））を訪問し、実態の把握を行った件数 

＊立上支援…いきいきサロン、多様な自主活動の立上げの支援に関わった件数 

＊運営支援…いきいきサロン、自主活動団体、集いの場の運営に関する支援を行った件数 

＊啓発…複数人に対して情報提供、啓発等を行った件数 

＊個別支援…地域住民とサービス、社会資源のマッチングを行った件数 

＊２層支援…第２層生活支援コーディネーターへ情報提供、助言等の支援を行った件数 

 

２ 協議体 

 ○市全域レベル（第１層）の協議体（地域包括ケア推進協議会）１回 

○日常生活圏域レベル（第２層）の協議体相当  67回 
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３ 課題及び今後の方向性 

 (1)  地域の自主的な活動の立上げ及び継続の支援について 

〇新型コロナウイルス感染症対策のため、これまで地域活動を行っていた場所の使用が

休止され、活動場所の確保がより困難となっている。新規いきいきサロンの立上げに

向けて、１層でも活動場所となりそうな場所の情報収集・提供等の支援を行った。 

〇地域の自主的な活動には、地域の住民だけでなく、地域の事業者の協力も必要である。

健康長寿のまち武蔵野推進月間のイベント開催にあたり、商店会や商業施設等と連携

を図った。 

〇地域の自主的活動の後継者不足が懸念されている。基幹型及び在宅介護・地域包括支

援センターで活動の担い手の養成のための取組を引き続き検討し実施していく必要が

ある。 

(２) フレイル予防の推進 

〇新型コロナウイルス感染症対策のため、休止されていた高齢者向けの各種講座や活動

が再開されているが、感染症リスクを恐れ、参加を躊躇する高齢者が見受けられるた

め、２層が関わる公園を利用したラジオ体操が各地域で行われるようになった。 

〇スマートフォン等を活用した体験会が東京都や各地域で実施されており、高齢者の

ICTを利用したフレイル予防について情報収集を図った。 

〇介護予防、フレイル予防を継続的に行っていくためには、介護予防・フレイル予防の

必要性や効果等意識の向上とともに、活動内容や活動場所の普及啓発が必要である。

関係各課・関係機関との連携を図り、インターネットの活用など、より効果的な普及

啓発を行う。 

 


